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令和４年度第４回小山市立生涯学習センターの連携等に関する運営懇話会 

会議結果報告書 

１．日  時  令和４年６月１０日（金）１４：００～１５：３０ 

２．会  場  小山市立生涯学習センター ホール 

３．出席委員  １７名出席（１名欠席） 

４．懇 話 会 

  

◆議事及び事務局説明事項 

(1) 報告事項 

１「前回（第３回）の懇話会について」 

  前回の懇話会を踏まえ、本会設置の経緯について補足説明 

２「市民アンケート途中経過報告」       

(2) 議事及び事務局説明事項 
１ 小山市立生涯学習センターのこれからの未来

ロ ー ド

予想図
マ ッ プ

 

 ２ 令和５年度小山市立生涯学習センター事業実施計画（イメージ案） 

３ 運営形態別コスト比較 

  Ａ）運営形態による業務内容及び職員人員の比較イメージ図 

  Ｂ）Ａに基づくコスト比較図 

  Ｃ）Ｂの積算内訳 

上記について、報告及び説明を行い、ご審議をいただきました。 

委員からの主な意見等は次のとおりです。 

 
【委員の主な意見等】 

質問・意見等 事務局回答 

・条例を見直す場面で、懇話会の方々へ

オープンに情報発信をしながら行えれ

ばよいと思う。 

・懇話会で決めていくのは難しいか

もしれないが、見えるような形で検

討を進めていきたいと考えている。 

 

・館長が責任者ということだが、なぜ再

任用なのか。現職が就くべきだと私は思

っている。 

・この資料はあくまでも案であり、

今現在でこうすると決まったもの

ではないので、今後検討していく。 

・シルバー人材センターの配置人数は

常時３人なのか、３人をローテーション

でまわしていくのか、常に何人配置なの

か教えていただきたい。 

・常駐３人であり、３人は必ずいて

いただく人数となっている。 
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・今までの形態から新しい形態にする

にあたり一番重要なのは、前の形態より

もどう変わってどういう部分を押し出

していくのかということ。この重要な部

分が今回出てきた。 

・今の指定管理と比べると総勢の人数

が２名減になっていることや、今の生涯

学習係が受け持っている業務をすべて

持ってきてきちんとこなせるのかが心

配である。 

・１４名については延べ人数である

ため、最低人数としては変わらな

い。むしろ他の業務が増えている分

昼間の人数は今後の方が多い。 

・今までやってきたことは実績もあ

りそれなりにやっていけるが、新し

いことは、どんな風に進めていくの

か、どのような分野を先に行うのか

について相談しながら進めていき

たい。 

・公民館・市民交流センターへの支援充

実事業はとても期待している。ぜひ強化

していただきたい。 

 

・この部分については公民館からも

研修会ができないか、スキルアッ

プ・情報交換できる場がないかなど

声が寄せられているため、ぜひ強化

していきたいと考えている。 

・今現在生涯学習係の業務は非常にボ

リュームがあるが、本当にこの人数の体

制で大丈夫なのか。 

・駐車場の対策は、予算に盛り込まれて

いるか、対応を考えているか。 

・公民館としてはパッケージや情報共

有については大いに期待したい。 

・いろいろ教えていただきながら実

施していきたい。 

・生涯学習センターがこれから担わな

くてはならない機能として５つ。 

・１つ目は市内の活動の状況把握。 

・２つ目はそれぞれの活動の特色を活

かして、複数の活動、団体、担当部署の

コラボ事業等の企画。 

・３つ目は生涯学習に関する情報の一

元化と発信。 

・４つ目は他では開設できないような

全市民対象の講座の企画。 

・５つ目は生涯学習指導者の人材育成。 

・これら５点について今の状況で民間

委託は無理な部分が多いため、工夫しな

がら少しずつ改善を試みて、その後また

一番よい方法を考えるのがベストな考

え方である。 

・５つについて、これから取り入れ

ていかなければならないことであ

り、積極的に取り入れていくべきこ

とだと考えている。 

・人材育成については、まずは途切

れずに生涯学習センター、生涯学習

をまわし、巣立った後は他の課でも

活躍していけるような人材育成を

目指したい。 
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・下都賀地区の視聴覚ライブラリー協

議会について、家庭教育などに関わって

いる団体に対して活用を働きかけたら

どうか。 

・視聴覚ライブラリーについては新

型コロナ感染症で外に出られない

ときに機械を持っている学童の一

部で積極的にご利用いただいたと

聞いている。 

・いろいろなところで利用していた

だけるよう啓発していきたい。 

・「市民の声や力を運営に反映させる仕

組み」がある程度担保されているのであ

れば、市にしっかりとリーダーシップを

とってもらいたい 

・生涯学習センターに市の職員が直営

で入るのであれば、ロブレを中心とした

まちづくりにも関わってくる。どうやっ

てロブレに人が集まるのか、集まった人

たちとどんな風にこの街を考えていく

のかというのも生涯学習の１つ。 

・市民との対話の場をつくるのであれ

ば、生涯学習課だけではなくて、他の課

の職員も入って欲しい。そうすれば市全

体で関与しなくてはいけない問題につ

いて、もっと大きな視点で議論できる可

能性につながると思う。 

・これからはまちづくりと生涯学習

は一緒に歩いていくべきなのでは

ないかと考えているので、いずれは

何か一緒にやっていきたい。 

・地域課題の解決などには各課の連

携が欠かせない部分があると思わ

れるので、少しずつではあるが取り

組みを進めていきたい。 

・親学習プログラムに関することや、地

域学校協働活動に関すること、ＰＴＡに

関することなどは、生涯学習センターを

拠点として行うという考え方でよいか。 

・生涯学習センターは空き室が多いな

というイメージがあるので、生涯学習セ

ンターをフル活用していただきたい。 

・事務局については生涯学習センタ

ーに全員移ってくるので、生涯学習

センターで行う。 

・社会教育とは何なのか、実際何をした

らよいかというところからなかなか進

めずにいた。 

・ただ話し合いをしているだけではな

く、動いて何かをしないと分からないと

のことから交流会を開催していたが、こ

のような具体的な話になってくると、社

会教育委員としての役割、活動の 

 



  別紙１ 

4 

 

仕方も少し変わってくるのではないか

と感じた。 

・社会教育をこのような中に入れてい

ただければ、小山のために、市民の皆さ

んと一緒にできることがもっと明確に

なる気がする。 

・野木町の文化会館は財団に委託して

いたが数年前に直営に変えた。そのと

き、まずは職員が町をあげて行っている

ことを知り、会議なども全部知らせなが

ら行うようにとお願いをした。 

・懇話会を設置して市全体の大きな問

題として検討しているが、市の他の部局

の方はどこまで分かっているのか。 

・結果だけではなく、このような意見が

市民から出ているということを何らか

の形で伝えていただけると、市全体の勉

強になると思う。 

・部課長会議で大きな話題になって

おり、他の部局も非常に親身になっ

てよい意見をたくさん出してもら

える状況となっている。 

・このような大きな事業は全庁あげ

て行わないといけないのに、教育委

員会の生涯学習課という１つの課

が担当して、他の部署は任せると進

めていたことが間違いであり反省

点である。 

・この懇話会の結果などを他の部局

や議会にきちんと説明して理解し

ていただきたい。 

・実質的に直営で行った場合の細かい話ま

で出ている。これはもうそのまま行くとい

うことだと思うので、賛成・反対ではなく

どんどん進めていくとよいと思う。 

 

・横のつながりをより強くして、生涯学

習につながるものはすべてここに相談

すれば答えが返ってくるというような

ところがあるとよいなと思っている。 

 

・子育てに必要なのは学校と家庭と地

域のトライアングルであるが、小山市で

生涯学習が本当に浸透してくるのであ

れば、地域で子育てをするということが

浸透していけばよいと思う。 

・人権教育について、発信力がないのが

小山市の現状である。生涯学習が小山市

の教育の中心になるのであれば、人権教

育だけでなく小山市の教育力を取りま

とめていけるような組織がつくれると

よいと思う。 
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・生涯学習センターは現在公民館運営

審議会の構成メンバーではないが、みん

なで携わる生涯学習としてぜひ生涯学

習センターを公民館運営審議会に加え

ていただきたい。 

・具体的に検討していきます。 

・ただ学んでああよかったというだけ

ではなくて、自ら学びを見つけにいって

その課題を読み解いて、新たに企画する

側に立って発信するという取り組みは、

市民の人材育成になる。自立した、成長

した市民を多く生み出していくことは

小山市にとっても市民協働につながる

し、これから生涯学習センターを運営し

ていく上での大きな力になると思う。 

・資料３については懇話会や市民フ

ォーラム、市民アンケートの内容を

多く取り込んでいる。ニーズが入る

と皆さんにも届くのだと実感して

いる。 

・ぜひ子どもたちや若者が先生になれ

るような講座をつくっていただきたい。

お互いに世代を超えて学び合える環境

をつくっていくことが、まさに生涯学習

センターの役割だと思う。 

 

・小野塚記念館について、今後生涯学習

センターの直にするのか、今まで通り中

央公民館の傘下にするのか、教えていた

だきたい。 

・小野塚記念館の来年度以降の管理

については、今のところはまだ変え

るような話は出ていないので、今後

も継続して中央公民館にくっつい

た形になると思われる。 

・子どもの教育に関していろいろと力

になってくれる地域の方々がいるが、学

校という小さい・狭い範囲で活動されて

いる人たちをコーディネートする機会

や、子どもたちが地域に出て地域の方々

と一緒に活動するような機会をどうす

るかについての情報交換の場を生涯学

習センターが提供できないか。 

・子どもが生き生きとした大人たちを

見て、自分もこんな大人になりたいとい

う未来を描けるような小山市になるた

めに、学校を巻き込んだ取り組みについ

て、小山市は何か考えがあるか。 
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・地域と学校の連携については、学校側

は一生懸命努力している。地域がもっと

学校側に寄り添っていかないと、学校と

地域の連携というのはきちんと整って

いかないと思う。 

・地域の教育力や地域力について、行政

側が生涯学習として必要なのだという

ことをきちんと発信していただきたい。 

 

・地域学校協働活動というのは、別の言

い方でコミュニティスクール、学校とと

もにある地域づくり、地域とともにある

学校づくりであるが、こうしたことをこ

こに謳ったことはとても意味がある。 

・地域の方でいろいろな資格・得意なこ

とをもった方との橋渡し・連携を地域連

携教員や学校だけに任せるのではなく、

生涯学習の一環として行うのがよいと

思う。 

・コミュニティスクールについて、

小山市は以前から地域の教育力を

学校の中に取り入れて、全体で子ど

もたちを育てていこうという取り

組みはあった。 

・実際に間々田地区では、公民館で

活動されている方たちが積極的に

学校に協力を申し出てくださり、多

くの地域の先生が選択授業に来て

くださったという事例がある。 

・地域連携教員や選択教科の教員な

ど、いろいろな角度から地域の力を

生涯学習の一環として学校へ取り

込む動きはしていたが、残念ながら

大きな流れになるまでは育ってお

らず、各地域でそれぞれが頑張って

いるのが現状。 

・地域の力を取り込むことは大きな

課題だと思うので、努力していきた

い。 

・羽川小学校では学校と地域の連携に

ついて自治会長なども考えている。実際

今年は行っている。 

・地域の方々がやる気がないからでき

ないのであって、もっとそういう部分を

刺激してやるべきではないか。 

 

・指定管理がだめだとか、小山市は市民

力がないのだとか、間違って伝わってし

まう可能性がある。情報の出し方は、市

民力が育ってきている過程の中で協働
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をより強化し一気にブレイクスルーし

ていくその段階まで来ているのだとい

うような見せ方にすることが大事。 

・資料だけが出歩くと、民間に任せてい

て、だめだから戻しましたと見えかねな

い。なので、最初の事業運営方針のとこ

ろに「協働」や「市民の力を活かしなが

ら」といった具体的な言葉を入れ込んで

いくことが姿勢としてとても大事であ

る。 

【その他】 

・今回事務局が用意した資料の方向性で提言書（案）を作成し、第５回懇話会

で諮るということになった。 

＜会長より＞ 

・今回の意見交換を振り返って、この懇話会で問われているのは、小山市の生

涯学習がどうあるべきなのかというビジョンを描き切る力があるのかどう

か、描く覚悟があるのかどうかということであったように思う。 

・今の段階はあくまでも計画であり、紙に書いたものでしかない。これを実体

化していくときに、どういう風にしていくのかがとても重要であり、懇話会

の皆さんが１つのチームになって今後の方向性を実現していけるものにな

ればよいと思う。 

 

◆質疑応答後、次回の日程(6/30 開催)についてご連絡し、閉会しました。 


